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沖縄県で発生しているＣＳＦに関して、発生農場の現地調査で、防鳥ネットの
未設置、手指の洗浄・消毒の未実施、畜舎ごとの長靴の履き替えの未実施
等の事例が確認されています。

畜舎に病原体を持ち込まないために、以下の事項を徹底しましょう！！

所在地 沖縄県うるま市

飼養頭数 440頭

経緯 3月10日 国内52～57例目の移動制限区域内にある農場でＣＳ
Ｆの定期検査を行うため、家畜防疫員による立入・精

密検査を実施したところ、CSFの疑似患畜と確認。

ＰＥＤ発生情報（２５・２６例目）

確定
診断日

発生農場 症状

25例目 2月28日 県北東部の1農場
（約2,340頭飼養の一貫農場）

哺乳豚100頭で黄色水様性下痢。

26例目 3月9日 県北東部の1農場
（約970頭飼養の一貫農場）

哺乳豚20頭、肥育豚100頭で黄色
水様性下痢。

・車両消毒の徹底、交差汚染の防止
・専用衣服・靴の着用
・農場・畜舎へ入る際の手指の消毒
・畜舎・器具のこまめな清掃、消毒
・野生動物との接触防止
・毎日の健康観察と早期発見・早期通報

☆☆☆☆☆☆適正な飼養衛生管理の再徹底を！☆☆☆☆☆☆

沖縄県でCSF(豚熱）発生（国内5８例目）

豚の様子がおかしいな？と思ったら…

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101 
※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください


